
Ｉ研究主題

メディアリテラシーの育成研究

多様なメディアから発信される情報を的確にとらえ

正しく判断し活用できるメディアリテラシー育成のための研究

Ⅱ研究 主題設定の理由

「ＩＴ革命」とも呼ばれる情報化は、私たちの生活を便利にするとともに、大幅な社会の

変革をもたらしている。特に、携帯電話やインターネットを活用した高度情報化は、ます

ます進展することが予想される。このような高度情報化社会においては、児童生徒に多様

なメディアからの溢れる情報を主体的に取捨、選択、活用できる能力を育て、高度情報化

社会に積極的に参画する態度を身につけさせるなど、いわゆる「情報活用能力」を育成す

ることが重要である。

本市においては、「足利市の教育目標」の６４番に「身のまわりの情報を整理し、活用

する能力を身につける。」、６５番に「情報を的確にとらえ、自ら正しく判断し、活用で

きる。」を児童期・青年期の目標とし、情報活用能力の育成を掲げている。現在、各小中

学校においては、情報教育指導計画に沿って、学習指導の改善を図ると共に「情報活用能

力」の育成を図っている。

「情報活用能力」は、情報活用の実践力、情報の科学的な理解、情報社会に参画する態

度の３つの観点から構成されている。これまでの情報教育では、情報活用の実践力の要素

のひとつであるコンピュータ技能の習得を行ってきた。しかし、現在は、高度情報化の影

の部分として、チェーンメールや掲示板、出会い系サイトなどに起因する児童生徒指導上

の問題も増加し、情報活用の実践力の要素である適切な情報の収受・発信する能力の育成

や情報社会に参画する態度の要素である情報モラルの育成が緊急の課題である。

そこで、本研究では、メディアリテラシー（メディアからの情報を的確にとらえ正しく

判断し活用する力）を切り口として、情報活用能力の３観点を捉え直し、日々の授業の中

で、継続的・系統的にメディアリテラシーの育成を図るための実践的な研究に取り組むこ
とにした。

3３



○メディアリテラシーの育成について（理論構築）

研究の基本的な考え方

（１）コンピュータ教育ではなく、情報と子どもとの関わりの研究であることを根底に

置く。

（２）学習指導改善のため、メディアを活用するねらいを明確にし、本研究の有用感を

高める。

（３）児童生徒の学習による変容を形成的に捉える評価の工夫をする。

（４）保護者や地域に情報を発信することを通して研究を推進する。

（５）小学校、中学校の研究交流を積極的に実施する。

（６）小中教研情報メディア部会と連携して研究を広げる。

（７）上智大学教授等の助言を受けながら、研究を深める。

１

２研究推進構想図
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「足利市の教育目標」の具現

・メディアリテラシーのとらえ方

・年間指導計画（教科、領域、総合等）の検討

情報活用能力の育成

メディアリテラシーと情報モラルの育成弓アフミ／一フー

Ⅲ研究推進構想
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○メディアリテラシーの育成について（授業実践）
・教科指導における授業実践
・特活や道徳の時間における授業実践
・総合的な学習の時間における授業実践
・小中学校における系統的な指導の在り方

足利市内の小中学校の実態

○情報モラルの育成を図る指導について
・携帯電話等の利用について
・インターネットからの傭報発信

・家庭や地域との連携の在り方

人間関係づくり
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Ⅳ

１

研究の内容

（１）メディアリテラシーの育成について（理論構築）
・メディアリテラシーのとらえ方を明確にし、共通理解を図る°

、各教科・特活・道徳・総合学習等の年間指導計画を検討し、メディアリテラシ
ー育成の視点を明確にする。

、小中学校９か年について一貫した視点で情報教育指導計画の見直しを図る。

（２）メディアリテラシーの育成について（授業実践）

・国語科等におけるメディアリテラシーの学習指導教材

・特活、道徳等の情報モラル教材

・総合的な学習の時間におけるメディアリテラシー学習教材

・小中学校における指導の系統性

・各教科･領域の具体的な授業実践を通して、指導方法･学習教材を明らかにする。

(３） 情報モラルの育成を図る指導について

・携帯電話等の利用についての指導の在り方（関係機関との連携）

・インターネットからの情報発信（教育研究所や大学、関係機関との連携）

・家庭や地域との連携の在り方（ＰＴＡとの連携）

研究の実際

研 究 の 実 践

（１）１７年度の取り組み

・国語科におけるメディアリテラシーの育成指導計画の作成

・情報モラルに関する指導計画作成のための情報収集

・学習指導改善ＩＣＴ機器のよさを生かした指導法の研究

（電子情報ボード、プロジェクター）

・保謹者、地域との連携の模索

（本校ＰＴＡ、西中学校、西中ＰＴＡ、西中地区子育てスクラムの会、公民館）

・保護者向け「情報教育だより」発行

・メディアリテラシーを育成する授業研究

１１月国語科２年学 級 活 動 ５ 年 授 業 公 開 研 究 会 開 催

２月国語科１年国語科６年授業公開研究会開催

・教職員のメディアリテラシー育成に関わる研修

８月足利市教育委員会主催学習指導研修会(情報教育)研究員参加

１１月上智大学伊藤潔先生の講話

２月足利工業大学 辻濡隆彦先生の講話

３月両毛インターネット新堀龍明氏の露話
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２

（２） １８年度の取り組み

・国語科におけるメディアリテラシーの育成指導計画の見直し

･社会科、理科におけるメディアリテラシーの育成指導計画の作成

・情報モラルに関する指導計画作成

・コンピュータリテラシーの指導学年のめやすおよびチェックシートの作成

・学習指導改善ＩＣＴ機器のよさを生かした指導法の研究

（電子情報ボード、液晶へ｡ンﾀﾌ゙ ﾚｯﾄ、ブﾛｼ゙ ｪｸﾀー 、モラル指導ｿﾌﾄｳｪｱ）

･保護者、地域との連携の模索

（本校ＰＴＡ、西中学校、西中ＰＴＡ、西中地区子育てスクラムの会、公巨

山前ふれあい祭り実行委員会）

･保護者向け「情報教育だより」発行

・メディアリテラシーを育成する授業研究

９月国語科３年国語科４年授業研究会開催

１１月国語科２年学 級活動６年授業公開研究会開催

１月国語科１年総合的な学習の時間５年授業研究会開催

２月国語科１年総合的な学習の時間５年授業公開研究会開催

公民館、

･教職員の情報モラル育成に関わる研修

著作権に関する冊子による学習会

「はじめての著作権講座著作権って何？」

「はじめての著作権講座Ⅱこんなときあなたは？」

「著作権Ｑ＆Ａ（市町村のしごとと著作権）」

「マルチメディアと著作権（半田正夫著）」

「学校教育と著作権」

「私的録音録画と著作権」

「図書館と著作権」

研修および学習教材サイトの紹介

ＣRIC（著作権情報センター）

楽しく学ぶ著 作権 http:"ｗｗｗ・kidscric・ｃｏｍ/index･ｈｔｍｌ

研究の成果と課題

（１）研究の成果

・国語科、社会科、理科のメディアリテラシーの育成指導計画の作成

・情報モラル指導計画の作成

・保護者向け情報安全教育と啓発

・児童及び、教職員の情報モラルに関する意識の向上

（２）今後の課題

・作成したメディアリテラシーの育成指導計画の実践と修正

・他の教科・領域、行事計画などにおけるメディアリテラシー育成の位置づけ

・具体的な情報モラルに関する指導内容の充実

・保護者向け情報安全教育の実施

・地域との連携＝傭報モラルの基礎となる社会モラルの育成

3６



尊
べ

■■■■■■■■■■■■■■■■

メディアリテラシーの育成指導計画（国語科１年）

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題材名

メディアリテラシーに関わ：

情報活用の実践力
借母の胴

甲制哩創

判
断

↑

1１

御

懸

咽手段、

ミ

)活月

肴
昌
一
．

情
輯
の
取
捨
退
択
・
整
理

人
的
情
殿
源

電
子
メ
デ
ィ
ア
（
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｖ
Ｏ
尋
）

印
刷
メ
デ
ィ
ア
《
卒
・
断
聞
・
側
騨
砺
）

放
浬
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

学
校
外
箆
設
の
活
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
源

ワ
抄
９
▲
力
β
ヲ
・
Ｑ
Ｖ
■
■
・
具
今
ヤ
ア
《
■
ｑ
》

手
紐
・
は
が
き

が
ぺ
蟹
田
・
覇
団
・
軽
芝
屈
・
カ
ル
タ
毎

ワ
Ｆ
Ｄ
▲
■
■
【
■
齢
■
・
グ
ワ
フ
・
ワ
ー
プ
ロ
の
■
■
』

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
愉
恒
田
辺
の
よ
さ
と
必
ロ
性

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用

5内容と方法

情報社会に参画する態度
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メディアリテラシーの育成指導計画（国語科２年）

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題材名
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５内容と方法

情報社会に参画する態度

円干嘆一

ルー

画
■

』
』

ル

ｻル

マ胃 ﾄー

有
害
サ
イ
卜

虚
偽
広
告
・
詐
欺
情
組

情
絡
の
信
愚
性

著
作
権

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
肖
像
棺
な
ど

竃
子
会
■
室
・
掲
示
板
等
の
利
用

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方

電
麗
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
使
い
方

匡
し
い
■
虜
（
陵
ｃ
・
■
く
・
函
す
。
■
く
》

学習内容
(メディアリテラシーの育成に関わる内容）

２

上

下

､窪のとう

P週のニュース
ＤＫ.I手I手何、進署

､ん字のひろIま(1)
ｈ 正 一 全 へ 昼且ロー訂字Ｚ三

ﾛ“マハグ匡一ログ、0ｰ・ー~ぜ”！
,士_ー±＆△『＋上r一曲、ずＦ

ヨ6●鍾星2Ａ､まエーョヂ、八.９

駐男電塞三 更雪＝＝雷
、ハーＵＪ畳さし、ハ〃

ﾄ〃ー

除 鴬i帝
うすく･豆休み

院覇赫習一Ht台#届ず曹一
Iお窪くなあれ

,ったらいい駈．こんなも
｡_ぷご■一 旦 二 ｡ ■ 毎 、 一 日 一 一

･も夕苛〃､室汀､と盛土.j、全’

Ｍ【｡＝ｄｎ７Ｌ系『芽r河１

ｐ牢埋匹

､がどうした

営老古盾鐸器斎豊マー声
生垣空釣K1-,詞I茅I-h

憎溌誘爵霧詞
我､企Jh,方詞室ｆ戸上I子

一本の木

嗣蒔竃一
いるか
凸面用ロー日蚕多巳勺､ＥＴＦ

層軍ま秀霊一言
一歩ﾛ司同千尋か五匹g＝＝

方令､字｡、一歩Iヂレｄｈｈ２一三

五■ユＧ－ｏとＬ一一▲■

恥‘丘一一"、、盲R且伺

■■

臣
戸

÷

同ロ

、
駒Ｉ

ゆ
．

□

画

■■

門

★

□目

、

一

★

□

★

■■

門

□□

□

★

★

★

■■

門

÷

□□

★

★

国

★

★

旦旦

門

÷

□ロ

★

己

ｕロ

戸

ロロ

□

ｕ１

戸

ロロ

ロ

旦旦

門

ロ□

ロ

★

■■

門

Ｅ］ロ

★

ロ

■ﾛ

門

□□

★

国

★

■■

門

□□

ロ

ロ

■■

門

□□

★

□

国

★

★

■■

門

□ロ

ロ

■ﾛ

門

□□

□

■■

戸

□□

□

■■

門

□□

ロ

■■

門

□□

□

■■

門

□ロ

ロ

■■

門

□ロ

□

□

★

■■

門

ロロ

□

■凸

門

□□

ロ

ー

門

□□

ロ

ー

門

□□

ロ

ー

門

□□

□

★

★
臣=

★

門

÷Ｉ

★Ｉ

国国

★

★

★

□

国

★

★

Ｌ旬一五上Ｉ‐十和二4ナニfnI＝鯉LF斑ア詐一上客堅乙巴、ｑ
ー

二望める

凶需、湖ロリ■ロ序くつ j 晒 田 委 弓 而 可 菖 垂 を 一 孟 趣 E K 9 さ 包 塞 ｉにする．

士識１－垂’ 眼唾 =たＥトレ白分の肴え客分けて墨画aす‘ 5“
ー ＝ ＝ ＝ ＝

藍張君＝一一房客蓉玉示壷r誇宕藍寿胃宇呑買雪而旨ふ つう =た声で賎む今

ＥＺ表ナヂヨE１－つ1-,〒毒J宕程亀'一上ご名牛ｆﾊ星上弓ロー題界ＬＴＴＴＴ＝て-

醒乃歪先日一一咽でｒ■攻一切名ご命

必専だ＝し穿圭赴些寡ｲ宙って､Ⅲぺ－分かつたこと客砺】通して害くぬ

膿I啓埋人9朔一窪ママ企Tjh《品ＬＴ５力､墨ＦＪＰ塞垂畳宏ｈｖ ら客く

Fﾛ宇目喬添Rａ 、邑堂匡弄且哩■茎Ｌ‐輔った文弄喜昏一句滑諸』 =確かめ合う。

や大l_い上み＊､のI＝亜咲弄将5寓一極Ｌて側需さr‐

ＥｒＦＥｒい上司'三一

垂一ニルオエロ再廿１－エ記団ｆＦ＝』･客垂恥墨
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メディアリテラシーの育成指導計画（国語科３年）

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題材 名

メディアリテラシーに関わ｛

情報活用の実践力 §識

判
断

胃！

鵬

吸手廟KＵ
一
室
噂

》活

計
■
言
．

領担手曲

の特性

情
絡
の
取
捨
選
択
・
整
理

人
的
惰
報
源

■
子
メ
デ
ィ
ア
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
郡
）

印
剛
メ
デ
ィ
ア
《
本
・
固
周
・
醜
囲
弓
）

放
送
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
》

学
校
外
篤
段
の
耐
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
組
皿

？
リ
ウ
ル
ｂ
ｐ
９
・
Ａ
Ｔ
●
●
・
具
●
ヤ
ゥ
《
■
■
》

手
紙
・
は
が
き

か
ぺ
覇
囲
・
覇
聞
・
錘
芝
田
・
カ
ル
タ
導

▼
ｐ
ｐ
身
■
■
《
●
■
■
・
グ
ラ
フ
・
ワ
ー
プ
ロ
①
■
■
】

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
愉
簸
処
団
の
よ
さ
と
必
要
性

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用

5内容と方法

情報社会に参画する態度

１１

「
午便宅弓

ﾚール

ｻル

マ号 トー

有
害
サ
イ
卜

虚
偽
広
告
・
詐
欺
傭
組

情
輯
の
個
愚
性

著
作
槍

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
肖
像
槍
な
ど

冠
子
会
臓
室
・
掲
示
檀
等
の
利
用

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方

琶
鱈
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
使
い
方

正
し
い
竃
■
《
■
む
。
白
く
・
画
す
。
■
く
》

学習内容
(メディアリテラシーの育成に関わる内容）

３

上

下

Iづけてみ上弓

犀Ｚ
字 の吾と剛

り〔 D行列

字 の広埋 の

E吾 陣画客付5無弓
ーー■ｒロー■二一凹宮夕ロ

った

も１ ､ろいもの．貝つIナた

子蚕琵悪君
っＩ ,<する言葉
謡j8分ない客l_上る

目しかめながら隠す｡聞く

言圧上弓Iｆ

Eは友だち／本のさがし方

l字の広増噸，

キリン

へんとつくり

牛ＰｍｎＪｐＬ，司示戸

,ンタピュー

E対の意味の糧 ，葦

ＤＬ,声やＡＯのか【。ｆおくり

E誌届諦誠一
B字の応９８ﾖf4D

寸力《た寡か畳為夫再

金ぺ釣I士灼､＊ＨＰ溢〆も局

本で四ぺる

カンジーはかせの告回避ぴ敬

産ら豆〃■ｴロロ

せつめい毎審ｲ乍ろう

浬字の広剣H《5，

名前客つけよう

浬字の愈味

から物をさがしに

字》･方鱈ち

字の広塩幅、

罵 雲蕊 。

ー

■ﾛ

★

★

ー

ｰ

★

■■

ｰ

ー

■■

ｰ

ー

■■

★

ー

ー

■■

ー

■■

■■

ー

■■

■■

★

★

★

ー

★

■■

■ﾛ

ｰ

■■

★

■ﾛ

ｰ

■■

■■

□

■■

★

★

民

■■

■■

★

国

■■

□

■■

■Ⅱ

★

★

★

★

★

★

国
★

■■

国

★

■■

■■

★

□

ロ．

国

★

Ｌ■

■■

□

ー

□

ー

■■

□

ー

□

★

ー

■■

ロ

ｰ

ロ

ー

■■

ロヨ
１

■
■
■
■

ｰ

□

ー

■■

★

国
★

ｰ

□

ー

■ﾛ

★

□

ー

□

■■

■■

□

ー

□

■■

旦ロ

□

門

□

■■

★

★
ｕ－１

★

★

★

ロ

★

★

国

★

★

ー

★

＊
旦局！

★

★

★

ロ

★

★

国

★

ー

口！

★

★

□

門

□

ー

■■

★

★

□

ー

□

ー－

函 震､霊罵言君雨軍蚕函字画的 震､霊罵言君…冒蕨天軍霞冒Z審薄z雪子E盃て三

恒r垂回､萱ﾛ妾！＝I士いくつか怒1,1‐手口】萱ｍＴ５Ｉ士少r2m方《§畠で『土圭墨力､雲云る一

主と主りに毎審つI‘ ロ屋妾かI_,ニレ寡士別h,L､妃らすぐ＝て‐

庫衰蕃茄更壷
一

瞳
R主Ｌくす轟査垂

座
、 Ｆ１ _ＬＭ牢Ｌ,ア『‐

■画匡力K今Ｐ向､墨一 P高 一
』 医ｌ企Ｍ‐垂I-WLLlする‐

諏三マ⑪ 千春国I.､ＴへＡn歩つぐLⅡ三FつＬ,十画Ll‐ 亜＝日日唾穿＊ﾛつ-

分顕がＥ ｎ．侭rI寺岡守ロー上へ丁冠ヘーレロー凹酎Ｂ琴琴＝語一匹UDUpUeln】!＝盃月0三つＬ，Ｔ 国ぺ‐露悪して交琉する｡，

ｇ[椿寓上いイン毎ピューまれプテ筆1畳馬

指示路の働きE弓示ぞ面玩~冒芥而霊覆可5面畷に生力､す会

本でのmヨペ方穿知り昼折沈ものに ついて 固く分かりやすく宗しめて発袈弓 -るぃ

瞳謂零硫ご秀玩惹葱蔚惹冨亜団E霞霊F志王雷罰頭頭頂弓耐十基一

毒麗に_・図唾や厘興など春用いて 閥べ砿 かめる今

ヨ５用について童画寡*0古畿リカ《友 三洋童 _て麺字穿容<‐
毒憲誓ヲ需 宅圭寄宝一一弓

画唖口刀虫四守玲Ｌ■－ニーエＬ＝再雁巳〃〃垂■』雫、鼻 垂から極い方審醸力､める‘，

隔蓉霊誌症ぞ雰詞詩揃：

お互いの署量寡分かり合 .､‐垂叶云穿睦E望ＬてR舌Ｌ合う吾楢寡 寸【十る会

悪＝'一l士琶n審＊《垂丞戸上 星ｑｍＬ】唾1●『＝回国､客客＝ヘア番悪包臣凸垣 一侭箇馬上昂I一寸Z,‐
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メディアリテラシーの育成指導計画（国語科４年）

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題 材名

メディアリテラシーに闘わ｛

情報活用の実践力
袖側の羽

学的皿嗣

判
断

情!

贈

咽手段、
、
ヨ
こ

)活Ｆ

剛
星
『
．

愉田甲月

の判性

憎
紐
の
取
捨
選
択
・
整
理

人
的
桐
唖
源

画
子
メ
デ
ィ
ア
（
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
Ｖ
Ｏ
専
》

印
剛
メ
デ
ィ
ア
《
卒
・
斬
間
・
紺
墾
再
》

放
遇
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

学
校
外
毘
紙
の
活
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
範
皿

一
ワ
リ
タ
ら
・
ｎ
ｐ
ラ
．
ｎ
Ｖ
■
□
‐
其
●
ヤ
ャ
《
Ｑ
■
》

手
祇
・
は
が
さ

か
ぺ
砺
闘
・
価
国
・
鯉
乏
屈
・
カ
ル
タ
淳

ザ
リ
０
角
■
■
《
■
幹
■
・
ワ
９
刃
、
ワ
０
プ
ロ
の
■
■
》

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
傭
毎
毎
回
の
よ
さ
と
凸
画
性

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用

5内容と方法

情報社会に参画する態度

干似て．

'し一ル

ｻル

マラ トー

有
害
サ
イ
卜

虚
偽
広
告
・
詐
欺
憎
報

情
鰯
の
信
悪
性

苗
作
祖

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
肖
像
相
な
ど

電
子
会
囲
室
・
掲
示
板
噂
の
利
用

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方

電
鱈
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
使
い
方

正
し
い
国
師
《
輯
む
ゅ
■
く
・
画
す
。
回
く
》

学習内容
(メディアリテラシーの育成に関わる内容）

４

上

下

つづけて いよう

三つのお 四い

手極冠ｒ香
Ｐ
Ｌ

里字の組 み立て
.』h,オ、１戸 との力

字の広 RM(1)

のうた

字辞典の使い方

臨配者になろう

ろいろな符号

E字の広埋C2D

コーマ字

原音在雷宮家貢子E弓
白いIまうし

本は左逮
*”､士Jh釦 去

浬宇の広増(3)

まく

伝え合う｣ということ

こた意味の言棄

里吾夢の広期凸(4)

一つの花

文と文のつながり

アップとルーズで伝える

望二手一再ｑⅨ』Ｕら司帳■餌しま訂

輿んで伝える

国字の広燭(罰

いろいろな斌味をもつ言璽

生活を見つめて匠憲毒ヨラ雨ぞ言
漫やグラフに主とめる

ﾛ囚R異の武ＥＥ

R舌Ｌ合って喪Afb上局

うぶやきを貫蓉に
一壷一一二一－■

喧棄語読売疎一
里字の広nEMS）

】ンジーはかせの垂李ＬＭ卜Ⅱ

一ハ』=ｒココａ

厩栗百百薮軒一可

□

★

★

★

★I★’★

ｰ

★

国

★

ー

□

★

□

★

□□□

★

□

★

★

★

★

□

ー

★

｜
▲

★

□

★

目
□

★

ー

★

□

閏
国
★

ー

□

★

★

国

★

☆

★

国国★

★

国

★

□

★

☆

★

★

国

□

★

☆

□

★

★

★

★

★

□

★

□

ー

★

□

戸

★

★

ー

□

★

戸

ー

★

□

＊

ー

□

★

★

★

★

国

☆

★

国

★

★

★

国国

★

★

★

★

国

★

★

国

★

★

国国

因

ロ

□ロ

因

ー

★

璽垂プレＬ,璽銘 穿踊睡窒『雪碍弓畳オ日王や 画面画手垂壷〒蚕冒且再町唾〃、雪ﾛ.、塞肝同四吟『ーロテ壷〃

j理字マッチ春 羽いてへんとつくりにっ .､て知り－通三三廓､エ寄手.つ一

浬宇辞典ａ 1喪いう 訂 蚕 却 り ‐ 字 擢 r ' 二 午 画 ､ す “ （ ワ ー プ ロ の 文 字 壷 租 邑 や 八 カ 丁 謂 得 I 雪 画 面 ､

新田1の役轡 や1乍リフヲ『こ哩喝E弄干血石身卸T産出釆皿弄且回窮『ＬＴ行弓云かい屋上葬皿四竃尤r”、！＝す星一

正Ｌ<旬､唖ﾛコア壷』画fT可空耳＝＝ヨロー、蚤一往、＝』ＰｍＬ煙ﾛ帝一室埋竺丑句ｒエ

ローマ字に 測味をもち､飼単Ｉ ご単四妄墜んだり毎いたりする．ソフトウエアキーボードやタイピングソフトを活用する△

E在薄産琶調冒霞厄〒ﾇ宅而雨可芳蕃王夷 _〒Ｈ剥ぐ

ロー匡星、ｒＴ画刀冒ロテ ■ Ｅ や ＝ 左 垂 条

一 画 寡 ロ ロ 面 面 Ｔ 旬 廿 〃 万、云〃刀、こみロ÷垂＝■哩二ＥＬＦーローＬヶＺ－ヂキ云令伍垂エ全Ｑー毎評守ワモヱレニロー÷呈上王

唾ZZ電電壷扇面零両雨壷霊E頭霊園雨霊弓ぞ扉冨蚕冨帝
団哩歴の怠味の理いに気をつけIどの埋面でI土どの言霊審伸うか'しい弓｢貴蓉の強いﾛ'一四心寡＊.っ-

W番盈展M召のH、雪蕃知り目ラナの蛭2嚢や丑理鰹'二午力､す一

生活の中で疑問に思ったことをアンケートなどで函ぺ､分かつたこ し壷畳かテル奉麹生ず丞壱左垂審志望F÷ス

)艮さに気付く。
空け､星、

夕､二号’兵＝日へＩ÷トーＬロナ余ムｆ良狂宜昼ロ回エロ今ｐＭ－トーーロ凸■ 田ｒ＝二面Ｌ偽ヱーロ一一”町立

い房､Ｌ，房､雁[友画ﾖﾛｧ圧審昼、へＴⅢ洞回写塞ぎ-重■面グミかＬ】垂孟雇ＬⅢ‐〒凋巽室Ｉ‐季雲Ｉ子声垂『一つロも子f、画里全垂症『手ス
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全

メディアリテラシーの育成指導計画（国語科５年）

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題材 名

メディアリテラシーに

情報活用の実践力

剛 胃！騒手 没、》活
断 砥 目 計

■
ヨ
コ

情
報
の
取
捨
遇
択
・
整
理

人
的
情
穏
源

竃
子
メ
デ
ィ
ア
（
Ｃ
Ｏ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）

団
砺
メ
デ
ィ
ア
《
本
・
斬
国
・
鞄
腿
専
》

歓
送
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

学
校
外
施
紋
の
量
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
輯
諏

ザ
惇
伊
あ
カ
タ
ワ
・
Ａ
Ｖ
■
■
・
具
今
ヤ
ナ
【
■
■
》

手
紐
・
は
が
き

が
ぺ
■
■
・
瞬
聞
・
低
芝
居
・
カ
ル
タ
毎

ザ
Ｐ
り
あ
●
■
【
■
■
■
◆
グ
９
つ
・
ワ
ー
プ
⑨
。
■
■
》

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

;関わ
僧組の科
学的短飼

傭程平日
の特性

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
鋪
■
ぬ
■
の
よ
さ
と
必
聾
性

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用

5内容と方法

情報社会に参画する態度

円午喫走~５

ルール

ｳル

マ弓 トー

有
害
サ
イ
卜

虚
偽
広
告
・
詐
欺
憎
轄

慣
報
の
信
愚
性

箸
作
桧

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
肖
像
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情報活用能力の3観点
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メディアリテラシーの育成指導計画（社会科中学年）

情報活用能力の3観点
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メディアリテラシーの育成指導計画（社会科高学年）

情報活用能力の3観点

学
年 題材名 過程

メディアリテラシーに

胃報活用の実践力
匝而一函 霊室露万悪＝声戸

l園 ＰＤＬ~もＪ”＆酉 タダー

鴎 目 計
ヨ
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ィ
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Ｄ
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Ｄ
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Ｄ
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劇
メ
デ
ィ
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季
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鰯
岡
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韓
範
等
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放
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メ
デ
ィ
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（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
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）

学
校
外
麓
段
の
竃
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
鞭
卸

？
ｇ
９
分
ｐ
タ
ラ
・
Ａ
ｖ
■
●
・
風
の
ヤ
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【
■
■
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手
経
・
は
が
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が
ぺ
贋
閉
・
衝
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・
腫
里
Ｂ
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カ
ル
タ
等

ザ
リ
タ
ゐ
■
■
《
■
■
■
・
タ
ヮ
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。
ワ
ー
プ
⑨
。
■
■
》

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

関わ；

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
値
値
■
竃
の
よ
さ
と
必
要
性

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
活
用

弓 丙 蓉 匡 芳 戻 一
情報社会に参画する態度

一癌唐霜。雇三弓１戸
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有
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詐
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侭
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セ
キ
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テ
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プ
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イ
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肖
像
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な
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二
子
会
腫
童
・
掲
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Ｆ
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Ｘ
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正
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■
す
。
■
Ｋ
》

学習内容
(メディアリテラシーの育成に関わる内容）
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メデイアリテラシーの育成指導計画（理科中学年）

３

Ｏ生き物たんけんに出発

１たれをまこう

２ちょうをそだてよう

Ｏ植物のつくりと育ち

自由研究

Ｏ昆虫蚕擢そう

Ｏ梱物の一生

３影のできかたと太隅の光

４あたたかさと太陽の光

ＯわたしたちのくらＬ少円光

５電気で明かり を付けよう

６磁石の不思塵を操ろう

Ｏようこそおもちゃランドへ

ー ー

一
一
一
一
一
一
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一
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牙 要 ヨ ロ 扇 電＝生命、ロテ 壬■ｈ室旦生けＥエ

国 冒 ｍ 秀 イ 睦 毎 、 産 、

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題材名

メディアリテラシーに

情報活用の実践力
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報
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人
的
情
報
源

■
子
メ
デ
ィ
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Ｃ
Ｏ
・
Ｄ
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Ｄ
等
》

印
刷
メ
デ
ィ
ア
（
本
・
覇
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・
随
麓
等
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故
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メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
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・
ラ
ジ
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）

学
校
外
施
股
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活
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■
・
麟
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カ
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ｐ
ｐ
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ワ
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０
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プ
レ
ゼ
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テ
ー
シ
ョ
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ー
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ペ
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ジ
作
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慣報の判
学卸理嗣

憎報手閲

の特性

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
価
■
処
■
の
よ
さ
と
必
要
性

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
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5内容と方法

情報社会に霞画する態度
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有
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虚
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ュ
リ
テ
ィ
ー

プ
ラ
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肖
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示
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瞳
心
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。
■
く
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学習内容
(メディアリテラシーの育成に関わる内容）
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②

メディアリテラシーの育成指導計画（理科高学年）
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１植物の発芽と生長

２動物の挺生

３花から実へ
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４わたしたちの気象台
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６ながれる水の 助き
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センサーやコンピュータソフトを用いて正確に測定し､条件を制御しながら規則性ぞ彊求させる

情報活用能力の3観点

学
年 巻 題材名

メディアリテラシーに関わ；

情報活用の実践力
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５内容と方法

情報社会に参画する態度

胃報モラ
ルール

ｳル

マ旨 トー

有
害
サ
イ
卜

虚
偽
広
告
・
詐
欺
情
輯

情
報
の
侭
愚
性

著
作
棺

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
肖
像
相
な
ど

逗
子
会
鳳
函
・
掲
示
板
等
の
利
用

電
子
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ル
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使
い
方

竃
麗
・
Ｆ
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Ｘ
の
使
い
方

正
し
い
■
■
《
■
ｃ
・
■
く
・
面
す
。
■
く
）

学習内容
(メディアリテラシーの育成に関わる内容）

６

上

下

○わたしたちの地球

１ものが撚えるとき

２ヒトや動椀の体

３生物とかんきよう

Ｏ自然を守る取り組み
六1ユで壷四面

４水よう液，iの性質

５大地を１
－

Ｉぐる

ロノ姑配3ＭＪ i化

Ｏ自然災’ Ｉに傭えよう

７電磁石 ﾄはたらき

Ｏ通信のＩ 化と私たちの生活

８自然とヨ 生きる

Ｏ希望をヨ bって未来へ

★

★

ｰ

★

ｰ

★

★

ｰ

★

＊
吟』

★

★

★

＊
崖』

★

＊
吟』

★

★

★

★

★

＊
唇』

★

＊
吟』

★

★

★

★

★

＊
里

★

＊
崖』

★

★

★

＊
目

★

＊
崖』

★

★

★

＊
畠

★

＊
里

★

★

★

ｰ

★

ｰ

ｰ

畠

★

ｰ

★

■ﾛ

★

★

ｰ

■ﾛ

★

ｰ

★

■Ⅱ

★

★

ｰ

★

■■

★

I■■■

I■■■

一

I■■■

I■■■

I■■■

★
一

一
一
一
一
一
一
一
一
★
一
一
一
一
★
一

■■■■

ー

■■■■

一

一

★
一

一

一

■ ﾛ

旦！

★

■ﾛ

■ﾛ

★

★

■■

★

■■

■ﾛ

■■

ｕ１

■ﾛ

旦旦

■■

■■

旦旦

★

■■

★

■■

★

★

■■

★

■■

★

擢々な峡ｲ塑醤料審もとに地球審とらえる

臥専な1官報存収集し各器官のしくみや働きをしらべる。

藁々なﾒディフ，の 両手区卿もつ手守迦匡工卑R靭邑哩夕 型わりに興味を持つ。

二れまでの学 盲君 ,もとに地唾施設やコン 当ユータ等を活用して研究を進める

睦ｲ盈沓料葬活用し野陪１ 岸持つ
＝牙ーー一一~ロローマーワー･守一毎マーロテコ、

F 輔臨一冒享言百T幸雨天塞雰守恵一
アセおいマグ四Ｊ､夕司 可”、逗些ミコゲ、E蒐扇寵霞卒ﾖﾌE三二百辱霊弱［て雨天蕊裏する‐

I然の蝿l煙生活に踊旧 ９垂語時可ジモ訂しＩ－ＸＷ９包月Ｘツ函､手きう四ツ、国フ丁姉牒ワⅡ一壱／Ｌ③ｏ

こ興味を持つ。

i々なメディアの雷料審収集し活用して発壷する。



指導する学年

状況に応じて指蝋萄る学年 情報モラ化指導計画

心
『

3年

§
ミ

4年

■
宮
。
。
■
．
■
．
。
。
Ｑ
■
●
●
ｄ

飯
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○
○
○
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ｏ
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ｏ
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ｏ
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０
．
級
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一

▼●ロＯ亨●で●
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;癖
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:認：
｡:÷斜
●●●令●a｡Q
■ ■凸 ■

識
縦
識
糊
蝉
灘
蝋
撫
灘
職
織
織
職
一
織
癖
灘
瀧
》

織
癖
蝋
錨
鮒
識
撚
撫
撚
蝋
撫
蝋
隷
柵
柵
柵

錘
露
悪
職
》
而
唖
感
測
型
函
幽
閣
郵
圃
鴎
剛
唖
「

婦
函
密
一

｡:･認･：
▲ニュー

iii

5年

§
JJJJ

6年

ミ

Web上の注意

１見潅くぢいものが
で腫局

２入ってばいけない
大人のページ

３アンケートに柱憲

４罰ログって？

５フィッシンヴ詐欺

６種ウンロード

コミュニヤーションと

掲示桶

ｌ電子掲示梅

Ｚ魯さ込評の注迩点

３個人惰報Iさ大切

４チャットでのトラアル

５知らぢい人との出会い

電子メー脇の利陶

１電子〆一IＬ

Ｚチェーン〆一ＩＬ

３避惑〆一'し

４コンピユーダウィルス

５詐欺のわな

ネット社会への基本的態瞳

ガパズワード

Ｚ情報の信ぴょう性

３ 著 作 権

４携帯電話

５ネット依蒋

６法律を守ろう



4８

コンピュータリテラシの指導学年のめやす
Ｉ内容 字 裡 ￥ 目 標 1年 2年 3年 4年 5年 6年

１ｌコンピュータ F体の冠源を入れ、ウインドウズを起動したり．終了したりできるの 弼溺溺露 国EE5思露５田838馬888

２ マウス

Ｅクリックができる

ヨクリックができる

ヌフルクリックができる

ドラッグができる

疑園

唖
露写壷署

::愛蕊雷

閣咽咽｡

…

g０Ｑａ

登蕊殿

用心ﾛ｡

唖

囚咽⑤里

砲口ロロ

画｡｡｡

函

回⑤母堅

門屯口哩

嗣心回心

回憂召

巴容Eｆ

”ロ｡

昭昭昭弓

亜亜

日唖垣邑坦

詞ＱＱＱ

３ キーボード
ソ フ ト ウ エ ア キ ー ボ ー ドを使って入力することができる

ローマ字入力をすることができる

謹謹詮
韓韓雰 盛ＨＨＨ 品高函配

鍵鵠雛 撰巽嬢 ｡｡露｡｡｡唾

４ ＦＤドライブ フロッピーディスク正しくセットしたり．取り出したりできる
::::::::夢堂蕊

。:｡:■:｡:どぷな
388段 碍喫日 5唾R日 趨曳負 田日日負

５ ＣＤドライブ CD-ROMを正しくセットしたり、取り出したりできる 蕊議 388魁 露窟§ 国E霞 鰯霞 溺露

６ ファイル操作
データに名前

データを読み

データを上害

‘つけて保存することができる

'すことができる

画罰十〃、喧 壱 句

蕊蕊

蝿昭nHR…

理⑤④⑤

■■■｡■■■Ｂ－
■句■■■B■－■

I蕊雄な！

一五面

坦咽咽⑪

三三三三

琶五面

塑咽⑤

華冥冥

廿曹君五

ピピ望萱

。ここ

７ お絵かきソフト

スタンプを使ミ ことができる

ペンで絵を描くことができる

面而全付 を消すことができる

消しゴム,を使って消したいところを消すことができる

絵を印刷 することができる

インターネット等から引用することができる

長やグラフをつくることができる

アニメーションをつくることができる

百や音、音楽を貼り付けることができる

38888

蕊溺

画坦⑤壁

題目砥

コロロロ弓

ｒｇＥ悪

8888〔

pB容型

5函蛋

”ロロベ

２回９日届

8888＄

題⑤壁

騒固砥

。ＱＱＱ［

ヨロロロ昭

888展

譲蕊

国⑤壁 盟咽丑

弱Uﾛ5555

哩⑭ご己亜⑪ロ

９回四唖Ｑｇｇ

229唾唾

蕊鰯ES88I

燕蕊I蕊霧
認鍵躍蕊

蕊蕊騨識

８

ー

ワープロソフト

辞
一
櫛

､をすることができる

文字の大きさを変えることができる

文字の色や下線等の装節をすることができる

文字フォントを変えることができる

罫線を引くことができる

用紙や書式をを設定することができる

N医や聖子具を1串入することができる

印刷することができる

ー ー

溌織

ー

ﾛ:砕詫･託。:｡:｡：

;鍵蕊

…
唖QＱＱ

蕊羅

ggggf

睡唾壷壷室目
” ９９函口唾

ggE唾圏９

蕊藷弱555

奪鍵麺QQ唾

溌麓理唾

蕊鍵弼閉

醜

ggg展 鑓

９rンターネットブラウ４

ブラウザを起動しホームページを開いたり閉じたりすることができる

先生のおすすめページを開くことができる

目的にあったページをクリックにより開くことができる
検索文字を入力して目的のページを開くことができる

必要なページを印刷することができる。

:蕊露露；

蕊議

心O○○

QQp唾

動詫･:0;･酢:OgDp・

謹錘蕊

閑888

用｡｡

900瞳

38881

蕊蕊

銘8８

ﾛﾛﾍ゙

園受

麓
駁

畷

1０ メールソフト

メールを読むことができる

メールにファイノ'しを添付して送ることができる

CC、BCCメールを 差信することができる

蕊鰯

識;蕊

図蕊

函
思圃

鰯
露溌溌

蕊蕊

１１ ヤット、掲示板、会謝

ソフト を開いたし 閉じたりすることができる

自分の 所属する IDの穿鯨おこしがで去馬

ルール こ従って： :き込みをすることができる。
スレッドを切ることができる

溌識
蕊鍵

蕊

題麗
ggg蟹
唾萱茸 孟

国湧９
888窟

■で曹面

薮頚:燕：

1２ ホームページ作成

作成ソフトを開いたり閉じたりできる

色や大きさを工夫して文字を 入力することができる

ソフトに付風するボタン等の 驚材を活用することができる
一言宿君＝宝＝舌
ジ〃可ノレＵ－Ｐ属1十ｃＩニクニ吾二琶 治ることができる

動く文字（マーキー）や既成のう ニメーションを使うことができる

ンクを張ることができる

ＭＬ形式に保存することができる

鱗織

i韓溺鰯

蕊蕊
蕊蕊

蕊謹蕊

畠８９＄

｡｡”

R毎
弱55国
函QQf

在五宜面

1３
紙芝居

プレゼンテーション

目成ソフトを開いたり閉じたりすることができる

Lや大きさを工夫して文字を入力することができる

本図形やペン葬憧って絵葬描くことができる

した背景 を選ぶことができる

やグラフを貼り付けることができる

れ方．消え方などを工夫することができる

&存したり谷呼び出したりすることができる

識蛎

･3:‘
蒋・：

好888

;蕊織

888頃

蕊灘

;･;･蝿････・

簿識Ｉ

園883

鰯

硯

睡亜ｕ唖

鍵識

群騨韓毒

周888

1４ デジタルカメラ
吊真を撮影す
コンピュータ

画 2を目的に

ることができる

こ画像を取り込むとができる

め 刀 う せ ~ ＬＪｍＬ~９包一と刀、喧言旬

鱗 コョーーョ

灘灘

霧騨

1５ スキャナ

魔

適‘

画

4を取り込むことができる

Iな画質を選ぶことができる

由穿目的に応じて加工することができる。

蕊霧 888困

盤§蕊

1６ ネットワークディスク
サーバー等のディスクからファイルを読み且

サーバー等のディスクに竃図的に保存する画

す事ができる

ができる

芋撒

魚
。
塊

灘離



）

4９

コンビユーダリテラシの千エッグシート（６年組番氏名
内容 学習目標 6年 1学期 2学期 3学期

１Ｉコンピュータ 本体の五頭を入れ、ウィンドウズを起動したり、終了したりできる 男8漣

２ マウス

左クリックができる

右クリックができる
．、垂亨ﾛｰ弓一三霊三上亨

一一

ダブルクリックができる

ドラッグができる

男gg園

88888

ロﾛロ○回

亜四囲王

圃 一

～

戸

戸

戸

戸

３ キーボード
ソフトウェアキーボード審使っ．

ローマ字入力をすることができ‘

ご入力することができる

５ ggg涜

４ lドライブ ロッピー イスク正しくセツ ,し こり、取り 出したりできる ○亜亜

５
砲
口 |信号イブ 一ROM寡下 くわ･リトＩ‐＊－Ｌｌ－１ Ｉり ＨＬたりで きる 88888

６

■｡一
一二・一・ー■ーー

ファイル操作

直一一一一一一一

一タに名
昏言＝＝
データ存続，

デー毎審上Ｉ

ー吾一一ｐーｃ■■ ■年や一Ｉ

＝一

一Ｌｄ

ー ー■

をつけて保存すること b《できる
号詩語＝需妻壷爵景＝一一

,出すことができる

:き保存ができる

｡｡｡｡｡
一一

ＥＥＥ垣⑭
一画一

高晶両翻

戸

戸

圃一

戸

ｰ

戸

戸

戸

戸

７ お絵かきソフト

－ －－

スタンプを うことができる
ペンで鈴葬 くことができる

画面全体を すことができる

ﾖしゴムを って消したいところを〉 すことができる
ー 一 一

畠を 訓刷す ことができる

rンターネット等から引用することができる
上偽＝－圭一グ五一Ｌ生々＝ 当 邑 工

長やグラフをつくることができる

，ニメーションをつくることができる

『や音、音楽を貼り付けることができる

麺gｐｇ

認ggg
函品詞品

弼醗

Ｐ⑤口壁

ggg蘭
B認悪W雨
溺興癖蕪

￥癖:騨癖：

蕊驚識

副一

創一

用一

罰一

ｰ

戸

弓

戸

戸

戸

ｰ

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

８ ワープロソフト

1字変換をすることができる

lタカナ変換することができる

文字の大きさを変えることができる

と字の色や下線等の装飾をすることができる

と字フォントを変えることができる

¥線を引くことができる
目a経や容弐穿寡鋸宕寸馬ＥＪ･が下去墨

絵や写真を挿入することができる

印刷することができる

唖 四 四 回

糊函
５硯題
ロロ函
画5５

認函
田園

壷＝鰯
範麺
漣題

戸

函
題
函

函
田園国一鰯
麺
題

戸

ｰ

戸

ｰ

９rンターネットブラウィ

ブラウザを起動しホームページを開いたり閉じたりすることができる

先生のおすすめページを開くことができる

目’ lにあったページ寡クリックに上り閉くことがで去畠

検 文字を入力して目的のページを開 くことができる

必 ;なページを印刷することができを 。

男８霊
翌顕
己ら園
湧鰯
霊 函

霊
顕
園
鰯
函

霊
顕
園
鰯
函

1０ メールソフト

メー』し葬鱒オ?Ｅシカ《丁子去墨

香式のきまりを守ってメールをつくり送ることができる

メールにファイノ ,を添付して送ることができる

CC、BCCメールをＩ差償 す る こ と が で き る Ｉ

亜回
和⑤認
圏霊
頚

亜回
認
霊
頚

亜回ー
認
霊
頚

ー 戸

1１ ヤット、掲示板、会隠

ノフトを

ﾖ分の所

,－ルに

､レッド

|いたしｊ閉じたりすることができる

する： のを読むことができる

て１ ドき込みをすることができる。

ることができる

88888

錘§
垣坦坦昭唖

;識蕊

1２ ホームページ作成

:成ソフ 、 '開いたり閉じたりできる‐

lや大きさ 工夫して文字を 入力するこ とができる
而孟毒詞菌茜孝宝=壷F守芳話詫

一

Iフトに付 するボタン等の 緊材を活斥 することができる
I弓弓赤言穂隈王雇大イナか宣官客’冒管受勇二~冒毒毒 一一園

'アイノレ'二 砧ること力 できる

'一キー）や既成のう，ニメーショ ンを使うことができるＩ同ﾏｦﾓ享宕二軍蒜蔵病
ｊンク葬穏るこ上ができる

TML形式に保存することができる

88888

男8８

園8８

園88

職Ｉーー毎＝

鍛職難

園固溺

回一

m言

に］3コ
ｰ

ｰ

戸

[．[．
ｰ

ｰ

戸

□□
ー

1３
紙芝居

プレゼンテーション

:成ソフトを開いたり閉じたりすることができる

や 大きさを工夫して文字存入力することができる

睡園諏死遍壷蕃祷ぞW霊雷ﾏ宕諒霊霊一
や 写真を 法り付けること がで きる

し 催雷吾弄刊zj題戻レカマで垂屡、
一一

否一＝ニワーマーーヶ▼ー埠

や グ ラ フを貼り付けるこ， :ができる

,れ方、 肖え方 ぱどを工夫弓~ることができる

;存したり．ロ¥脈出したり弓~ることができる

粥8888

ロ臼図霊

剛
錘
鍋uUU

蕊護蕊

I蕊
R田圃輯

ｰ

型Ｉ

ｰ

ロＩ

ｰ

ロﾛ

戸

1４

一 躍

デジタルカメラ

房＝＝毒＝＝房
･ユ置個■回多９｡

Ｆ写憲冗矛室三覇玩=
』夕匡ユージ１－

I像を目的にあ

一一 一ｰ

二と力《で去』
一

面７４国土画泊ＬＯ記画像を取りう

わせて加工弓

－－

ｐ
Ｌ
Ｊ

Lむとができる

･ることができる

8認8８

瀧露灘

鶏鰯割蕊Ｅ

一

ｰ

ー

弓

一

戸

1５ スキャナ

B墾寡酌側孤オ曹 ことができる

I切な画買を選ぶことができる

|寵を目的に応じて皿工することができるの

…

蕊鰯鎚

識識

1６ ネットワークディスク サーバー等のディスクか らファイルを錘み出す蕊ができる

サーバー等のディスクに童臣1的に保存する璽がで窪ろ

蕊蕊

蕊蕊：



繍蕊賓懲曇！
平成１７年１０月２８日

足利市立山前小学校

校長車塚己喜雄

情報を正しく活用する能力を育てる ～今年度の新しい教育活動～

１学期に「学校だより」でお知らせしましたが、山前小学校では、

今年度から足利市教育委員会の委託を受け、「情報活用能力と

情報モラルの育成」の研究実践に取り組むことになりました。

インターネットの普及により、多種多様なコミュニケーションが石インターネットの普及により、多種多様なコミュニケーションが可能になり、様々な

サービスを利用できるようになりました。その利便性や有用性は、私たちの生活に

欠かせないものになっています。その一方で様々な有害情報や犯罪が氾濫し、子ど

もたちにも悪影響を及ぼす恐れも出てきています。子どもたちを守るために学校で

も、家庭でもインターネットの利用について考えてくことが大切です。

実践の取り組みとして、次のようなことが考えられます。

。情報活用能力の育成を視点に、情報教育指導計画を見直し、改善する。

。各教科、総合的な学習の時間などの授業を通して、指導方法、情報の活用法

を研究する。

．特別活動、道徳などの授業を通して、情報モラルを育成する指導のあり方を

…雀……鱗F為
研究する。

今後、定期的に「情報教育だより」を発行していきますので、よろしくお願いいたしま

証裏薗にｲﾝﾀーﾈｯﾄ利周の一般…意点を掲載し議し…~読くだき
また、別紙「明るく、安全なネット社会の十七条の憲法」を見やすいところに掲示

別０
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家庭におけるインターネット利用の注意点

|ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ上の主な犯罪行為
型豊里関

「

出会い系サイト規制法違反、

◎他人のＩＤ･パスワードを悪用する行為(不正アクセス禁止法違反）

◎ネットオークション等における架空販売行為

◎出会い系サイト等による児童売春ポルノ法違反、出会い系サイ｜

わいせつ画像をインターネットで公開するわいせつ物公然陳列

◎インターネットの掲示板を利用した犯行予告行為など

|ｲﾝﾀーﾈｯﾄ利用のあり方｜
1．インターネット社会でも、実社会と同じルールとマナーを守る。

2．他人のプライバシーを尊重する。

3．住所・氏名などの個人情報を入力するときは、十分に注意する。

４．ＩＤ･パスワードなどの管理を徹底する。

5．他人のミスを大げさに指摘しない。

６．メールを送る前に、内容をよく確認する。

７．面と向かって言えないことは書かない。

,インターネットを家庭で矛'1用するときのチェックポイント山
☆コンピュータの使い方について話し合いましたか。

☆保護者の目の届くところにパソコンが置いてありますか。

☆子どもがパソコンで何をしているのか把握していますか。

☆有害なホームページを見ることができないようにする、

を利用していますか。

☆家庭でパソコンを使うルールを作りましたか。

☆インターネットの履歴を確認することができますか。

5１



蝿
平成１８年７月２０日

足利市立山前小学校

校長車塚己喜雄

インターネットには｢光｣と｢影｣があります｡この｢影｣の影響からできる限り身を守るために､セキュリ

ティという考え方があります｡ネットワークにつながっていることで､悪い人が外から侵入してシステム

を破壊したり、データを盗んだり、といった出来事が起こるのです(例:クラッカーによる攻撃)。これらの

ことから身を守るために､コンピュータをインターネットにつなげている限り、セキュリティには十分に注

意して必ず対策をして下さい。

パスワードについて

家庭で使うときには、基本的に、大人がパスワードを管理するようにしてください。ま

た、定期的に、パスワードは変更が必要です。これらのパスワードには、本人の名前や誕

生日といった本人の情報から推測しやすいものや、非常に簡単なもの、意味のある単語を

使ったものなどは使わないようにしましょう。悪い人はこういったパスワードを破るため

の辞書を使うので、意味のある単語だと、パスワードを破られてしまう可能性が高いので

す。

プライバシーの守り方

インターネットのページの中には、アンケートやら懸賞への応募やらで、住所や電話番

号を記入させるページがあります。これらのページの中には、ダイレクトメールなどの名

簿を作るための情報を集めるためのページや、情報を悪用するためのページもあります。

したがって、子供たちが、こういったページに気軽に個人情報を書き込んでしまわないよ

うに、十分注意して、指導する必要があります。

コンピュータウィルスについて

コンピュータウイルスは、以前は、感染しているパソコンから、フロッピーディスクな

どを経由して感染することが多かったのですが、最近では、ネットワークを経由した感染

が主流になっています。ネットワークを経由した場合、ダウンロードしたプログラムに含

まれていたり、添付ファイルの中に含まれていたり、添付ファイルがウイルスプログラム

そのものだったりします。したがって、ダウンロードしたデータや、メールの添付ファイ

ルには注意が必要です。差出人に心当たりのないメールや添付ファイルがあったら、それ

はすぐに捨ててしまうようにしましょう。また、ウイルスに感染したことに気がつかず、

誰かにメールを送ったりすると、その送った相手までが、ウイルスに感染してしまうかも

しれません。ウイルスに感染したままにしておくと、自分が加害者となる可能性もあるわ

けです。子供に指導をするときにも、自分が困るだけではなく、多くの人の迷惑になる可

能性があることを強調してください。また、パソコンには必ずワクチンプログラムを導入

してください。ウィルスは日々進化するので、最新の情報を入手し、こまめにワクチンプ

ログラムの更新を行うようにしてください。

硯



国語科学習指導案
１年２組指導者（Ｔ１）高野久美子

（Ｔ２）久保百合子

（Ｔ３）安藤成子

１単元名おもい出してかこ う
～いいこといっぱい、一年生～

２単元目標

．－年間の思い出をいろいろ思い浮かべ、必要な材料を集めて書こうとすることができる。

（国語への関心・意欲・態度）

・アルバムに書く題材に必要な事柄を集め、・事柄の順序を考えながら、語と語や文と文と

の続き方に注意して書くことができる。（書くこと）

・句読点やかぎを文中で正しく使うことができる。（言語事項）

３単元設定の理由

（１）教材について

一年生の児童は、入学してから様々なことを経験し、この一年間で大きく成長している。本

単元では、入学してからの思い出について写真をもとに文章を書き、アルバムにまとめること

を目的としている。児童は様々な写真を見てこの－年間を振り返り、その中から自分で必要

な材料を集め、自分の成長を自分の言葉で綴ったアルバムを作る。伝えたいことを書く力を

向上させることが目的ではあるが、児童の書きたいという気持ちを大切にすることで、書くこと

の楽しさを十分に味わえる単元である。一年間の思い出を自由に楽しく綴りながら、書くこと

のまとめとしたい。

５ 本時

（１）目標

（全体）遠足の様子を思い出し、読む人によく分かるように、事柄の順序

を考えながら書くことができる。

（支援児童）遠足の様子を思い出し,自分が経験したことを書くことができる。
（２）展開(別紙）

（３）評価

（全体）電子情報ボードを用いて文章を考えさせたり発表させたりしたこ

とで、遠足の様子を思い出し順序を考えながら書くことができたか。

5３

４麗宗ｵ智遂言＋面ｉ（本時乳／１，１

痔数 ｵｭら ダ、 エアＦ＝雪ｙ固き 鋤

１
２

･思い出アルバムを作るこ
とを知り、文章の書き方を
理解することができる‘、

･写真を手がかりに、１年間の思い出アルバムを作ること
を知る。
･教材文を参考にしながら、文章の書き方を知ろへ

３

(本時）

･学校行事 の 写 真 を 見 な が ら 、 そ れ ぞ れ の 思 い 出 を 発表
しあう。

･療是について－立亨章葬雲ぐ‐

４

５６

７

８
９

･思い出アルバムを作るこ
とができる。

ｏアノレノミムＬｒＱ入れ･語互]ヨ左３６ヶ力狗P弔墾蕊

･選んだ写真について文章を書く。

･書いた文章を読み返し、主述の関係が正しいか、句読
点やかぎが正しく使えているか貝直す‐

声弄＝ー転写信宅亭＝三下誌岸謹謹言石島ｐＦｒＬＩⅡ■‐蒔一ロ Ｉ

●－汀しまＥＩＬ差子Ｖ１Ｊこ」し軍名ぎアワーＦＩＬ ‘書 ＝ 、 仕一二げる ｡

･ ア ノ レバムのカードを並べ‐表紙券 り‐字Ｅ佳声 せる‘，
１０ ･アルバムを見せ合い､感

想を持つことができる。
･アルバムを見せ合い、感想を交流する。



（２）展開

学習活 動 時間

ｌ学校行事の写真を見なが ８

らそれぞれの思い出を発表

しあう。

1年かんをおもい出そう。

２遠足の写真 を 見 な が ら 思 ２５

い出を発表し、文章を書く。

えんそく の こ と を お も い

出して、文しようをかこう。

３文章を発表する。 １０

じぶんでかいた文しよう

をIまつびょうしよう。

４次時の活動を知る。 ２

おもい出アルバムに入れ

る、しやしんをえらぼう。

◎メディアリテラシーを育む視点

☆特別な支援を必要とする児童への手だて

支援上の留意事項

｡様々な行事の写真を入学式から順に提示し、１年間

の思い出を振り返らせる。

◎写真が見やすいように、電子情報ボードを使って１

年間の写真を大きく提示し、思い出を自由に発言

できるようにする。

☆Ａ児が意欲的に取り組めるように、事前に楽しかつ

た行事を聞いておく。

･写真が見やすいように、遠足の写真を電子情報ボー

ドを使って大きく提示する。

･遠足の写真を数枚用意して、時間の流れに沿って

思い出せるようにし、その思い出を自由に発言でき

るようにする。

◎電子情報ボードに提示した写真の中に、児童の発

言を復唱しながら直接書き込み、視覚的にも確認

できるようにする。

☆安心して一文字ずつ書けるように、マス目があるワ

一クシートも用意する。

．書き出しでとまどってしまわないように、書き出しの

文は教材文を参考にしてみんなで考える。

◎迷ったときは、電子情報ボードに書き込まれた言葉

を見ながら、文を作れるように、常に提示しておく。

☆平仮名一覧表を用意しておき、思い出せない平仮

名があったときは見せるようにする。

･他の行事についてのワークシートも用意しておき、

すべての児童が最後まで集中して活動できるように

する ◎

◎視覚的にも情報を得られるように、書いた文章をス

キャナで読み取り、電子情報ボードを使って発表さ

せる 。

･写真が用意できるように、事前に家庭へ協力を依頼

しておく。

･写真が用意できなくても不安にならないように、学校

でも用意してあることを伝え、次時の活動に意欲的

に取り組めるようにする 。

5４



，単元名おはなしをたのしもう「たぬきの糸車」

２単元目標

・場面の様子を想像したり、声に出して読んだりして、お話を楽しむことができる。
（関心・意欲・態度）

・話の内容がよく伝わるように、文章や言葉の響きについて考えながら声に出して読むこ
とが できる。（読むこと）

・書こうとする題材に必要な事柄を集めている。（書くこと）

・平仮名や片仮名を正しくはっきりした発音で読んでいる。（言語事項）

３単元設定の理由

（１）教材について

一年生の児童は、入学当初の挿絵をもとに物語を読むことや、動作化をしながら物語

を読み取る活動を通して、文字を自在に読める喜びと、自分の思いを表現する楽しさを、

一つ一つの教材を学習するごとに味わってきた。

本単元では、今までの学習から体験した国語の力を存分に出し合い、児童の想像力を

働かせながら国語の学習の楽しさを確かめ合うことをねらいとしたい。「たぬきの糸車」

は、物語の展開が明快であること、登場人物が魅力的であること、情景が描かれている

ことから、たぬきの言葉を自由に想像することで、物語への思いを膨らませながら、楽

しく読み合わせていきたい。

また、おすすめのお話を紹介する活動が設定されている。たくさんの作品のよさを知

ることで、さらに活発な読書活動を促し、読書の楽しみを共有することの楽しさを味わ

わせたい。

４単元指導計画（本時２／１３）

5５

国 語科学 習 指 導 案
授業者池田幸子

場所１年２組

時数 ねらい 主な学習活動

１
２

(本時）

３
４

おすすめのお話を紹介する

ことができる。

．今までに読んだお話から友だちに薦めたいものを決め

る◎

･紹介する内容を確認する。

･紹介カードを作る。

．みんなにお話を紹介する。

友だちが紹介したお話を読み、感想を伝える。
５ 範読を聞いて想像しながら

読み合うことができる。

･題名や挿絵から、お話の内容を想像し、あらすじをつ

かむ。

６ 好きな場面を見つけること

ができる。

･本文を読み、好きな場面やおもしろい言葉を見つけ、

発表する。

７

戸～

１０

情景や登場人物の気持ちを

想像して読むことができ

る、

･六つの場面に分け、音読する。

･家の様子やたぬきのいたずらについて想像する。

･たぬきやおかみさんの気持ちを想像し、発表する。
１１

へ－

１３

好きな場面を選んで、工

夫して読み、発表するこ

とができる。

･好きな場面の絵をかき、文を視写する。

･好きな場面をどのように読むか考え､練習をする。

．みんなで発表し合い、楽しむ。

･友だちの発表のよかったところを伝え合う。



（２）展開(別紙）

（３）評価

・おすすめのお話について、自分の感じたことを書くことができたか。

・聞いている児童にも分かりやすいように発表することができたか。
（２）展開

○メディアリテラシー育成の視点

5６

５本 時

（１）目標

・おすすめのお話の紹介の仕方を知り、自分の感じたことを書いたり発表し

たりすることができる。

学習 活動 時間 支援上の留意事項
１本時のめあてを知る。

２先 生 の お気に入りのおは

なしを聞く。

３紹介カードの書き方を確

認する。

４紹介カードを作る。

５ み ん な におはなしの紹介

をする。

６次時の砿認をする。

わ た し のおきにいり の

おはなしをみんなにし

ようかいしよう ⑥

３
５
５

１５

１５

２

・めあての確認をする。

・本時のめあてを黒板に提示しておき、活動内容

をいつでも振りかえることができるようにして

おく ◎

・先生のお気に入りの本として「たぬきの糸車」

を紹介し、物語への関心を高める。

．「たぬきの糸車ｊを聞くとき、情報ボードを活

用し、画面を通して一緒に本を楽しみながら読

み進めることができるようにする。

･情報ボードにワークシートを写しながら、紹介

カードの書き方を説明する。

○本の題名や作者が書いてあるところ（表紙、背

表紙等）を紹介して、作者を認識させ、書いた

人を大切にできるようにする。

・本の中で一番好きなところや気に入っていると

ころを自由に書くことを伝える。

．なかなか書き始められない児童には、挿絵の中

から気に入ったところを一緒に見つけ、書き表

せるように声をかける。

○紹介カードに書いた後に発表することを伝え、

分かりやすく書くことを意織させる。

･児童の紹介カードをもとに、丁寧に発表の仕方

を説明し、自分なりに感じた作品へのおもしろ

さや気にいっているところについて、自信をも

って発表できるようにする。

○本の作者を紹介することで、作品を大切にする

気持ちをさらに意職させるようにする。

・児童が発表する際、みんなで確認できるように

本の題名と作者名を情報ボードで示す。

・児童が描いた場面絵を情報ボードに写すことで、

発表する意欲を高める。

・発表にとまどう児童には、教師がそばについて、

声をかけながら、発表ができるようにする ｡

・次時は発表の続きを行ったり、友だちの紹介し

た本を読み合ったりすることを伝える。



国語科学習指導案
平成１８年１１月１６日（木）

２ 年 ２ 組 Ｔ １ 高 野 久 美 子

Ｔ２加持智子

難聴児支援安藤成子

’単元名ようすを考えて読もう「お手紙」

２単元目標

・登場人物の気持ちや場面の様子を想像しながら読んだり、声に出して読んだりして、

お話を楽しむことができる。（関心・意欲・態度）

・がまくんやかえるくんの気持ちがよく表れるように、語や文のまとまり、声の大き

さなどに注意して読むことができる。（読むこと）

・登場人物にあてて書く手紙であることを考えながら書くことができる。（書くこと）

・文の中においては、主語と述語との関係に注意することができる。（言語事項）

３単元指導計画（本時１０／１８）

時数

１

２ ～６

７ ．８

９～１４

(本時）

１５～１８

ねらい

本文中の面白いと

思う箇所を指摘する

ことができる。

がまくんとかえる

くんの言動から気持

ちを想像しながら、

音読することができ
る ０

登場人物の言動や

気持ちを考え、楽し

く音読することがで

きる ◎

登場人物にあて

て、思ったことを手

紙に書くことができ

る◎

主語と述語を知

り、主語と述語が整

った文を書くことが

できる。

主な学習活動

･手紙を書いたりもらったりした経験を話し合う。

･本文を読み､面白いと思ったところを発表しあう。

・誰の会話文であるかに注意しながら､全文を読む。
・登場人物に手紙を書くことを知る。

・がまくんとかえるくんの気持ちや様子を読み取

る◎

･役割を決めて、音読の練習をする。

･音読の発表をする。

･工夫したところを発表しあう。

手紙を書くときに気をつけることを確認する。

誰に宛てて手紙を書くかを決める。
書く事柄を考えて、手紙を書く。
書いた手紙を発表する。

･主語と述語の意味と関係が分かる。

･教科書の絵を見て文を書く。

４本時

（１）目標

（全体）「お手紙」の登場人物の一人の気持ちを考え、喜んでくれるような手
紙を書くことができる。

（支援児童）「お手紙」の登場人物から一人を選び、自分の気持ちを手紙に書くこ
とができる。

5７



☆特別な支援を必要とする児童への手だて

○メディアリテラシー育成の視点

5８

（３）評価

（全体）「お手紙」の登場人物の一人の気持ちを考え、喜んでくれるような手
紙を書くことができたか。

（支援児童）デジタル教科書やペープサートを使ったことは、楽しく授業に取り組
ませるのに適切であったか。

（２）展開

学習活動 時間 指導上の留意点

１本時のめあてを知る侭

２範読を聞きながら、手

紙を出し て み た い 登 場 人

物を選ぶ。

３手紙の書き方を確認す

る◎

４手紙を書く。

５書いた手紙を発表する。

６自己評価をし、本時を

振り返る。

｢がまくん」「かえるく

ん」「かたつむりくん」

のだれか一人に、よろこ

んでもらえ るような手紙

を書こう。

３
７

１０

１２

１０

３

・全員でめあてを読み、確認する。

|☆めあては分かりやすい表現にし、本時の活動内容１
１を理解できるようにする。また、常に確認できる：

’ように提示しておく。､－－－－－－－－‐‐‐‐－－－－－－－－－‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐－－－－‐‐‐‐‐‐－－－－－‐‐‐』

･デジタル教科書を利用することによって、全員の視

線を前に向けさせ､教材文に集中できるようにする。

!☆範読に合わせてペープサートを動かし、誰の会話！
：文であるかが確認できるようにする。
０－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－＝＝＝－－－－－＝－－－－＝＝＝一一一一一一一一割

．かえるくんが書いたお手紙を参考に、手紙には相手

(○○へ)、書いた人（自分の名前）を書くことを

押さえる。

･町探検の時の礼状を提示し、どんなことに気をつけ

て書いたかを思い出させる。

･丁寧に・相手の気持ちを考えて

･感謝の気持ちを込めて

I☆書き出しで戸惑ってしまわないように、具体的な１
１書き出し方の例示として、教師が考えてきた手紙：

Ｉを紹介する。更に必要な場合はヒントカードとしＩ

’て、教師の例示を参考にさせるようにする。
●－－－－－－一一一一一一‐‐｡‐一一一一一一一一＝－－－－－＝一一一一一一一●‐一一一一－一－一ー－－＝一

○手紙の内容は、相手の気持ちを考えて書くことを確

認し、読み直すことの大切さにも気付かせる。
一一ー一ーーー＝＝-----＝＝ーー‐ー‐‐‐ーー‐ーー一一一ー‐ーーーーー一ー－－‐‐‐一一ーーー--ー

I☆自分で文章を考えることが苦手なので、今までの：
：ノートを確認し、一番好きな場面を振り返るよう：

Ｉにさせたりヒントカードを参考にさせたりする。：
０－－－－－－－－-一＝－－－●－－－－－－＝－－－－－－－＝－－－－‐●｡‐‐‐一一一一一一＝－－－－－一

○手紙を書いたあとに発表をすること、全員の手紙を

教室に掲示することを伝え、丁寧に書くことを更に

意織させるようにする。

．早く書き終えてしまった児童は、他の登場人物への

手紙も書くように指示をする。
＝＝＝－＝ーー‐‐‐●‐‐一一一一一＝ー＝ー＝＝ー一一一一一｡ー一一一一一ーーーーー＝ー‐ー‐‐ーー一一一

!☆発表することが好きなので、Ａ児に意欲が見られＩ
：るときは指名し、発表させる。

：する。
b－－－一一一一一一一一一一一一一一＝ーーーーーー‐｡‐‐一一一＝＝

・発表する児童が書いた手紙を、

に情報ボードに提示する。

自由な発想を賞賛Ｉ
■■＝－－－－－－●一一一一一一＝=＝ー一

全員が見られるよう

･本時の活動を自己評価し、次時への意欲付けとなる
ようにする。



国語科指導案
場所

授業者

２年３組教室

永島厚洋(T1）

加持智子(T2）

安藤成子(T3）

１単元名ようすを考えて読もう～お手紙～（2年下）

２単元設定の理由

本学級には，授業に集中できない児童が少なくない。また，２名の聴覚障害児が交流で学

習することが多い。これらの特別な支援を必要とする児童にとって，視覚・聴覚に直接訴え

る学習が、興味関心を高める上で有意義であると言われている。その１つの手段として本単

元では、電子情報ボードを用いて光村「国語デジタル教科書」を活用していくこととした。

このことは，国語の教材に対する関心・意欲を高めるだけでなく，想像力を広げたり理解を

深めたりする学習においても，有効な視覚的情報となる。そして，これらは、一部の児童の

みならず，すべての児童にとっても有効な手段となると考える。それは，教科書が見開きで

大画面に提示されることにより，学習内容に関わる挿絵や写真が拡大提示でき，全員がひと

つの画面に注目する機会が増え，一体感のある学習活動となるからである。

本単元は，登場人物の気持ちを考えたり，場面の様子を想像したりしながら物語を読んで

いく学習となる。その際，「お手紙」の著者アーノルド＝ローベル自身が描いた挿絵の拡大提

示を通して登場人物の表情を感じ取り，言葉だけでは分からない「かえるくん」と「がまく

ん」の気持ちの推移を読み取っていくようにしたい。

３ 学習環境

○大型プラズマＴＶ（パイオニア）

○国語デジタル教科書（光村図書）

○ＰＣ（CPU：PentiumⅢ１．０ＧＨｚ以上）

４ 本時の指導

（１）目標

手紙を書いたりもらったりした経験を発表し合い，楽しく学習を始めることができる。

（２）展開（別紙）

（３）評価

自らの経験を話したり,本文中のおもしろいと思った箇所を自分なりに指摘したりして，

楽しく学習しようとしている。

－５９



※傭報ボードの活用◎特別な支援の手だて

6０

（２）展開

学習活動 時間 ･ 指 導 上 の 留 意 点 準備

１題名を読み，今まで手紙

を書いたりもらったりした

経験を話し合う。

２「お手紙」を読む。

３おもしろいと思ったとこ

ろを発表し合う。

４「お手紙」を読む。

５新出漢字を学習する。

６学習のまとめをし，次時

の内容を聞く。

５
５
８
０
５
２

１
１

･自分が手紙をもらったときの気持ちに

ついて思い出させる。

・自分が書いた手紙を，相手はどんな気

持ちで受け取ったかを考えさせる

※それぞれの気持ちを板書する。

．読んだ後にどんなところがおもしるか

ったかを聞くことを知らせる。

※デジタル教科書の範読を聞く。

◎レーザーポインターでひと文字ひと文

字追うことで、読んでいる箇所を明示

する 。

･自分がおもしろいなと思ったことを、

ワークシートに書く。

※◎デジタル教科書の教科書ビューにサ

イドラインを引いて，おもしろかった

ところを視覚的に明確にする。

※教材文の挿絵を必要に応じて拡大提示

する。

※デジタル教科書の一文読みの後に音読

する ◎

◎レーザーポインターでひと文字ひと文

字追うことで、読んでいる箇所を明示

する。

※新出漢字ウィンドウの筆順アニメーシ

ヨンを用いて空書きをさせることで、

児童に筆順を確認させる。

大型プラズ

マＴＶ

レーザー

ポインター

ワークシー

ト



第３学年国語科学習指導案

１．単元名「へんとつくり」

3年１組指導者（T1)安藤成子

（、)金子望美

２、目標・漢字のへんとつくりについて知り、漢字の組み立てに興味を持つ。

３．単元設定の理由

(1)教材について

これまで漢字の部分に着目させる学習として、２年上で「同じぷぶんをもつかん字」を学習し

たので、児童は漢字の構成「部分」に多少の知織がある。しかし、そのことと、自らの漢字習得

とが結びついていないのが実態である。３年生になって、一挙に増えてきた新出漢字に学習が追

いつけずに、漢字の学習に負担を感じ始めてきた児童もいる。この時期に、漢字の部分に着目さ

せることは、漢字の意味を押さえると同時に、漢字の形には一定の型があることを知ることにな

り、合理的に漢字習得ができることにつながる。

４．単元指導計画（本時１／２）

時数

１

２

５，本時

（１）目標

ねらい 主な学習活動

漢字のへんとつくりについ ･漢字には、左と右の二つの部分に分けられるものがあ

て知識をもち、漢字への興 ることを知り、「へん・つくり」の名称と意味を理解

味を深める。 する ◎

･同じへんの漢字を集める。

漢字の組み合わせゲームを ．「へん」と「つくり」に分けられる漢字を集め、漢字

通して「へん」と「つくり」 組み合わせゲームの問題をつくって取り組む。

に興味を持たせる。 ･漢字を類別する。

(全体、Ｂ児）漢字のへんとつくりについて知織をもち、漢字への興味を深める。

(支援児童Ａ児）自席で漢字の共通部分を見つけることができる。

6１



☆特別な支援を必要とする児童への手だて

6２

（２）展開

◎メディアリテラシーを育む視点

学習活動 時間 支援上の留意事項 準備

１漢字の組み合わせゲームをす

る｡

｢体」「体」

２本時のめあてを知る。

３漢字はいくつかの部分に分け

ることができることを知る。

･二つの部分に分けられる漢字

４漢字を構成する部分に共通し

ているものがあることを知る。

|合体漢字を見やぶろう

いくつの部分が合体しているか

な？

合体してるもののなかまはなんだ

ろう？

５共通な部分をもつ漢字の仲間

分けをする。

･へんとつくり

･部首の名前

６次時の活動を知る。

今まで学習した漢字の合体漢字

クイズ大会をしよう

合体漢字を見やぶろう

１．なかまわけをしよう

２．ひみつをさぐろう

５
２
０
５
０
３

１
２

．「体」「体」を二つに分けたカードを配布し、

合体漢字をつくらせる。

◎興味を促すために、パワーポイントを使って

動きのある答えを提示する。

☆本時のめあてを知ると共に、本時で扱う漢字

と学習の流れを提示して見通しをつけさせる。

・６個の漢字を提示し、いくつの部分に分けら

れるか考えさせる。

｡隣の友だちと相談させ、分ける部分に色を塗

り、友だちの意見を大切にすることなどを意

識させる。

･発表させるとともに、パワーポイントで答え

合わせをする。

･漢字を構成する部分には、共通しているもの

があることに気付かせる。

･本時は左右に分けられる漢字についてだけ学

習することを知らせる。

･各自、ワークシートを使って、共通する部分

に着目した漢字の仲間分けをさせる。

☆漢字を書かずに矢印等を使って、仲間が分か

れぱよいことを知らせる。

◎話し合いのルールに従って、隣の友だちと話

し合わせ、発表し合う。

◎パワーポイントを使って答え合わせをする。

｡「へん」「つくり」という名称を知らせ、ワー

クシートに分けた部首の名前を話し合い確露

する 。

･教科書付録の漢字から、クイズを考えること

を予告し、次時の活動に意欲的に取り組める

ようにする。

コンピューター

ピデオプロジェ

クター

カ ー ド

(パワーポイン

ﾄ）

ワークシート１

(二人用）

ワークシート２

(個人）

ワークシート３

(個人）



学級活動活動案

１活動名 ｢メールについて考えよう」

授業者

場所

奥湧浩和

コンピュータ室

２題材設定の理由

電子メールは、従来コンピュータを使ったネットワーク上でのコミュニケーション手

段として今まで広まってきた。しかしながら、新しい技術を使った通信手段があまりに

も早く普及してしまったため、法律などの社会制度の整備が間に合わずに、情報ネット

ワークの利用を通してのトラブルが発生することが多くなっている。児童にも、塾通い

が始まる年齢あたりから、携帯電話をもつ児童が増え始め、電子メールで保護者や友だ

ちと連絡のやりとりをする児童も少なくない。携帯電話の操作や電子メールサービスの

利用の機会が急速に増えているが、情報モラルを学ぶ機会は保証されていないのが現状

である。

指導にあたっては、校内ＬＡＮを用いて全員にアドレスを配し、実際にメールのやり

とりをしながら指導する。文字を媒体として伝えると、時間や場所にしばられることな

く相手に意志を伝えられるというよさがある。その反面、顔の表情や口調などの微妙な

ニュアンスが伝わらないために、書いた人の思わくとは違ったイメージを与えることが

あることを押さえ、文字で気持ちを伝えることの特性に気付かせたい。つまり、文字で

気持ちを伝えるときには相手がどのように受け止めるのかをよく考え、自分の気持ちが

上手に伝わらなかったり、相手がいやな思いをしたりすることに気付くようにしていき

たい。そして、相手の状況や気持ちをじっくり考えてメールを送ることが大切である事

を理解させたい。

メディアに関係なく安易にメールを送ることが、まわりの人に迷惑をかけてしまうこ

とがある可能性をはらんでいるということを踏まえ、基本的なルールやネットワークの

混乱を教えることで、メールの内容によらずチェーンメールを転送してはならないこと

等も指導していきたい。

３児童の実態

家庭訪問の時に数件の保護者から携帯電話を使わせている話や、家庭でもコンピュー

タを使って調べ学習をしている等の話を聞いている。また、本校でも携帯メールが原因

となる児童同士のトラブルが報告されている。そこで、本授業を前にアンケートも実施
してみた。

４本時の指導

（１）目標

メールの特性や注意点を知り、適切に活用できるようにする。
（２）展開（別紙）

（３）評価

メールをもらった相手の立場を考えながら《積極的にメールを送受信しようとして
いる。

6３



(２）展開

学習活動

Ｌ前時に送受信したメールを読み返し

マナーや注意する事について話し合う

前の時間にやりとりしたメールを読み

返してみましょう

'メールをやりとりするためのマナーゼ

確認する。

２様々なメールを通してメールの特セ

や送る場合の注意点などを話し合う。

ワークシートの問題に答えてみましょ

フ。

'メールの特性について考えを深め、ゴ

字で伝える難しさを考える。

'「すごくおかしかった」のフレーズで２

－ルを受けた人は「変だと思った」‘

力勤「おもしろかった」のか判断する。

'正しい言い方を書き、読み返して確曽

する。

'不幸の手紙型チェーンメールの対応I（

ついて考える。

,善意によって伝えられるチェーンメー

ルの対応について考える。

〕メールに関する問題に答える。

今日の学習の確かめをしましょう。

,問題に取り組む。

１マナーや注意点を考えて友達に返附

メールを送る。

･学習の確かめとともに新たな課題をＷ

認する。

時間

７

１５

５

１８

教 師 の 支 援

･過去に自分が送信したメールを開か

せ、気付いたことを話し合わせる。

･下記のような視点を投げかける。

･題名（件名）の付け方

･本文中の宛名、自分の名前

･言葉遣い

･不完全、不明瞭な文章

・メールの便利な点について話し合わ

せる。

･メールの心配なところを話し合わせ

る｡

｡「文字だけで伝える」というメール

の特性を理解させる。

・メールを書くときの注意点として、

表現の選択や読み返す習慣を確かめ

る｡

･文例を読んで感じたことを発表させ

る中で、どうすればよいのか判断さ

せる。

･内容の真偽にかかわらず、どうすべ

きか考えさせる。

．他にも「鉄腕ダッシュメール」等、

チェーンメールのよくない点をスラ

イドで示す。

◎絵を見て文章をしっかり読み、状況

を正しく把握して、正解になるまで

解答するように指示する。

･送信前にチェックすることを伝え、

本時の学習を生かして、今までのメ

－ルに返信メールを送らせる。

◎先生機で内容をチェックしてから送

信し、必要があれば指導する。

･迷惑メールを準備しておき、返事を

どうするか判断させる。

－６４

準備

校内ＬＡＮメール

ソフト（個別）

ワークシート

(個別）

提示資料

(一斉）

リンクＵＲＬ

(個別）

校内ＬＡＮメール

ソフト

(個別）



総合的な学習の時間活動案
授業者永島厚洋

場所コンピュータ室

１活動名電子 メ ー ル の 利 用 ～ メ ールを便利に、安全に使おう～

２題材 設定の理由

児童が、コミュニケーションの手段のひとつとしての電子メールを、その特性に合わ

せて、安全に利用するために、便利さや使うときのルールやマナーについて取り扱う。

近年のインターネットの急速な普及と進歩は、児童のインターネット社会へ参加する

機会を急増させている。携帯電話では、年々、低年齢層での所持率が上昇している傾向

にある。携帯電話を持つことは、電子メールやｗｅｂ利用の機会を増やし、情報化の影の

部分として事件に巻き込まれる危険性も増す。

今後、児童が調べ学習や交流活動等で電子メールを効果的に活用できるように、また

電子メール利用の際、被害に巻き込まれることのないよう、そして加害者にならぬよう、

電子メールの正しい利用の仕方とマナーについて指導していきたい。

指導に際しては、すでに電子メールを利用している児童の経験も生かしながら、「あ

んしんあんぜん傭報モラル」という市販ソフトを中心に用い、便利さや使うときのルー

ルやマナーについて考えさせたい。また、最近本校で問題となった「不幸のメール」の

事例も取り上げながら、受信したメールには、問題が含まれていることを理解させ、問

題を含んだメールを見極める力と、適切に対処していく態度を身につけさせたい。
３ 指導計画

時間 題材名 指導内容

メールを ･メールの便利さや使うときのルールマナーを理解する。
１ 便利に使おう ･パソコンメールと携帯メールの共通点や違いについて考える。

･メディアの特性にあった情報活用を心がけるようになる。
こんなメールを ．「チェーンメール」がどういうものかがわかる°

２ 受け取ったら ．受け取った場合には適切に対処することができるようになる。
(本時》 ①チェーンメール

こんなメールを ．「迷惑メール」がどういうものかがわかる。
３ 受け取ったら ．受け取った場合には適切に対処することができるようになる。

②「迷惑メール」

こんなメールを ．「コンピュータウイルス」がどういうものか力§わり、感染を予
４ 受け取ったら 防するための対策が適切にできるようになる。

③「ｺﾝｭーﾀｳｨﾙｽ」

こんなメールを ･電子メールを利用した詐欺がどういうものかわかり、被害に
５ 受け取ったら あいそうな場面で適切な行動がとれるようになる。

④「危ないリンク」

４ 本時の宿導

（ １）目標

「チェーンメール」がどういうものかがわかる。

受け取った場合には適切に対処することができるようになる。
（２）展開（別紙）

（３）評価

チェーンメールの問題性について考えることができたか。
適切な対処法が理解できたか。

－６５



（２）展開

学習活動

１今日の学習課題を知る。

２友だちどうし、メールａ

やりとりをする。

３教師からの「幸せメール」
を読み、メールに対する自

分の考えをアンケートで答
える 。

４選んだ選択肢について自

分の考え（選んだ理由）を

発表する。

５再び、アンケートに答え
る。

６資料映像を見て、チエー

ンメールの問題点について

考える。

７今日の学習を確かめよう
・チェーンメールを受け町

ったらどうすればよいのか

教師あてにメールを出す。

時間

２

５

３

１５

３

１２

５

○メディアリテラシー育成の視点

教 師 の 支 援

･学習課題を、前面のホワイトボードに提

示する。

･電子メールを利用する上で気をつけなけ

ればならないことについて再確認する。

･活動中にチェーンメール｢幸せのメール」
を流し児童の反応を見守る。

<アンケート選択肢〉

．絶対に誰にも送らない。
.いけないと思うが､誰かに送ってみたい。
･誰かに送ろうと思った。

．すでに送ってしまった。

・どんな意見に対しても共感的な態度で聞
く。

･児童の考えに揺さぶりをかける。
<予想される児童の考え〉

．みんなに幸せを分けてあげたいから送ろ

うと思った（送った)。
．おもしろそうだから送ろうと思った（送

った)。
・自分が不幸になりたくないから送ろうと
思った（送った)。

・ウソの作り話だから無視する。
・自分が送った人に迷惑となるから、絶対

に送らない。
○流されたメールの問題点を考えさせる。

<アンケート選択肢〉
｡絶対に誰にも送らない。

．いけないと思うが、怖いから誰かに送る

かもしれない。
･送る◎

･資料映像を見ることを通して身近な事象
としてとらえさせる。

･チェーンメールには「誰か他の人に送ら
なければならない」というメッセージが

含まれていることを押さえる。
○どんな場合にもチェーンメールを送って

はいけないことを押さえる。

○チェーンメールを送った時点で加害者に
なってしまうことを認識させる。

･送られたチェーンメールを削除させる。

･感じたこと思ったことなどもまとめさせ
る｡

6６

準備

提示資料

メールソフト

(個別）

アンケートソフト

(個別）

ホワイトボード

アンケートソフト

(個別）

提示映像資料(一斉）
ワークシート

(個別）

メールソフト

（個別）

メールソフト

（個別）



学級活動 活 動 案
授業者奥漂浩和

場所コンピュータ 室

１活動名ネット社会への基本態度

「法律を守ろう」～知らなかつたは許されない～

２題材設定の理由

ここでは児童が情報社会で安全によりよく生活するために、危険回避を目的とする情

報安全教育と、日常的な道徳観の延長線上にある情報倫理教育として情報モラルを取り

扱う。

インターネットが社会一般に普及してきたことにより、光の部分と同時に、影の問題

もクローズアップされつつある。とりわけ、全世界と結ばれたネットワーク上では、こ

れまでの法律では予想していなかった問題が発生し、ネットワークを使った事件も多発

している。

このような中でここでは、児童が、現在、及び学校教育を終え社会に巣立った将来に

おいても事件に巻き込まれ、被害者、ましては加害者となることのないよう、守らなけ

ればならないことがあることを知り、情報社会に参画する態度を養いたい。

具体的には、情報モラル教育のまとめとして、これまで、調べ学習やホームページ作

成において指導を繰り返してきた、ネット社会のマナー・ルールについても、もう一度

考えさせたいと考えた。「あんしんあんぜん情報モラル」という市販ソフトを中心に用

い、子どもの実情に合わせ、また、多くの中学校や高等学校で問題となっているプログ

等における言葉の暴力の事例を鑑みて組み入れて指導内容を構成した。

３指導計画

時間 題材名 内容
パスワードは ・パスワードがどういうものか分かる。

１ ひみつの合言葉 ･パスワードが情報社会では大切なものであることを知る。
・パスワードの原則を知り、適切な管理ができるようになる‐

その情報、 ・インターネット上には、間違った情報や古くなってしま
２ 本当かな？ った情報があることを知る。

･情報を比較し正確な情報かどうか判断できるようになろへ

３

そのイラスト

使ってもいいの？
・著作物の取り扱いにはきまりがあることを知る。

･他人の著作物を利用する場合には許可が必要な場合と、
許可がなくても使える場合があることを知る桑

４

(本時）

法律を守ろう

｢知らなかった」
Iま許されない

･著作権・肖像権の正しい手続きを知る。

･脅迫・不正アクセス等の違法行為から身を遠ざけること
ができる

４年弓陶:の宿尋

（１）目標

著作権・肖像権について正しい手続きの方法を知る。

脅迫・不正アクセスなどの違法行為から身を遠ざけることができる。

（２）展開（別紙）

（３）評価身近な法律を知ること通して一人一人の責任を自覚し、場面に応じて考
えることができたか。

6７



6８

(２）展開

学習活動 時間 教 師 の 支 援 準備

１今日の学習課題を知る。

法律を守ろう

～「知らなかった」は許されない～

２４つの事象について、前時までの当

習をふりかえりながら考える。

･著作権について考える。

･肖像権について考える。

･脅迫について考える。

･不正アクセスについて考える。

３今日の学習の確かめをしよう。

３

１３

８
８
８
５

･オープニング映像で学習課題をとら

えさせる。また、常に確認できるよう

に提示しておく。

･資料映像を見る事を通して身近な事

象としてとらえさせる。

･選択問題形式で既習場面以外の著作

権も扱う。

･著作者の保護という著作権について

の概念を確かめ理解を深める。

・自然な態度で友達の権利を認め、許

可を求めるモモコの態度にふれなが

ら考えさせる。

・肖像権は法律に明記された権利では

なく健保で保証されている人格権に

含まれて保護されている。

．以下２つは、警察の介入とショッキ

ングな資料映像となるが､｢いたずら」

や「甘え」でも犯罪に違いないこと

を押さえる。

･脅迫罪、業務妨害罪に基づく。

･個人情報の保謹、また、パスワード

の管理の授業を想起させ、情報を漏

らした側の責任を明らかにさせる。

･不正アクセス禁止等に関する法律に

基づく。

･ネット社会の利用のルールや法律が

あり、著作権や肖像権が保護されて

いること、脅迫の禁止や不正アクセ

スなど法律を守らないと罰せられる

ことを押さえる。

．感じたこと、思ったことをまとめさ

せる ｡

提示映像資料

(一斉）

提示資料（一斉）

ワークシート

(個別）

アンケート集計ソ

フト（個別）

提示資料（一斉）

ワークシート

(個別）

提示資料（一斉）

ワークシート

(個別）

提示資料（一斉）

ワークシート

(個別）

一斉

ワークシート

(個別）



６年４組指導者田村有久

場所コンピュータ室

１単元名筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう

－インターネットと学習一
２単元目標

・筆者が伝えたいことや社会についての考えを進んで読み取り、それについての自分の考え

をもち、発信しようとする。【国語への関心･意欲･態度】

・事象と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて書き方を工夫することがで

きる。【書くこと】

・事象と筆者の意見、伝えたいことの関係を押さえ、自分の考えをもちながら読むことができ

る。【読むこと】

・文章にはいろいろな構成があることを理解することができる。【言語事項】

３単元設定の理由

（１）教材について

本単元は、「平和のとりでを築く」と「自分の考えを発信しよう」「インターネットと学習」から

構成されている。「平和のとりでを築く』の読み取りをもとに、「平和」というテーマに関わる多

様な材料を集め、自分なりの考えを深め、発信していく学習をさせたい。様々な情報をもとに

自分なりの考えを深め、その考えを外部に発信することで表現能力を高めることもねらいとす

る。従って、本単元は、「発信」に重点を置いた情報活用単元の総仕上げとして位腫づけた
いと考える。

４単元指導計画（本時13ﾉ14）

6９

略

国語科学習指導案

７
８
９
ｍ
ｕ
哩
過
㈱

1４

｡｢平和｣について自分な
りの考えをもち､発信する
ことができる。

･繁者の考えなどをもとに､世界に目を向け､自分の立場から｢平和｣について考え
る｡

･自分の考えを学校の友だちや家族に発信することに関心をもつ。
･自分の考えを深め､説得力のある発信をするにはどうすればよいのか､発信の内
容や手段､情報収集の方法について検討する。

･自分の考えが説得力をもつように､今までの経験をもとに必要な資料を集め､取
捨選択する。

．集めた資料をもとに､｢平和｣について自分の考えを書き表すも
･説得力のある文章にするために､読み合い､助言しながら､効果的な文章の組
み立てを考えたり､書き出しや文末表現を工夫したりするｂ
･ｲﾝﾀー ﾈｯﾄを活用する上でのルールやマナーについて理解し､文章内容を確
かめ､見直すも

･相手からの反応が届くように仕組み､友達どうしで交流する。
･これまでの学習をふりかえり､自分なりの考えをもち発信することの大切さを確認
する｡

職 ねらい ゴー'よ子さ百f百§理』

１
２

･学習の構えと見通しをも
っことができる。

･戦争や平和に関するﾆｭー ｽやドｷｭﾒﾝﾀﾘー 番組､新聞記事などから､今自分
が知っていることについて発表し合う。
･単元名､教材名から学習の構えをもつ。
･教材名と第１段落から､自分なりの疑問やもっと知りたいことを出し合い､共通の
読みのめあてをもつ。
･全文の範読を聴き､教材文の内容について見通しをもつ。

･全文を読み通して､課題に対する自分の読みをまとめる。
･新出漢字や意味の分からない語句について確認する。



５ 本時
（１）目標

【全体】インターネットを活用する上での大切なことやルールを理解するとともに、自分の文

章を確かめ、見直すことができる。

【支援児童】インターネットを活用する上での大切なことやルールを大まかに捉え、自分の

文章を見直すことができる。

（２）展開◎メディアリテラシーを育む視点

☆特別な支援を必要とする児童への手だて

『

学習活動

１インターネットで調べる時

迦衷堂と二Z＝丈至砦
インターネットで調べる時

に、気をつけなくてはいけな

いことは何ですか？

｢必要な情報を選ぶ」

｢誰が、いつ発信したか」

｢信用できる情報か」

I悪いページI湘手にしない」

２インターネットで発信する

時の約束やルールを確認す

‐る 。‐
インターネットで発信する

時に、気をつけなくてはいけ

ないことは何ですか？

．話し合い、発表する。

｢正しい情報かどうか」

｢考えたことと調べたことの区別」

｢どんな資料で調べたのか」

｢他人を傷つけない」

｢個人情報を公開しない」

･著作権のことについて取り上

げ、インターネットで著作権

について知る。

３自分の文章を見直し、約束

やルールに反していないか討

一べ、直すｂ
学習したことを生かして、

自分の文章を見直してみまし

・よつ。

４完成した作品を紹介し合
ｰ

つ◎

時間

１０

１５

１７

３

支援上の留意事項

◎疑似体験と自分でルールを確認することで

インターネットで調べる時の約束を身につ

けさせる。

･既習事項を振り返り、発表させる。

･意見が出ない時には、インターネットの便

利な点と不便な点について考えさせる。

･出た意見を一つ一つ掲示し、視覚的にも確

認できるようにする。

☆既習事項を振り返るように助言する。

◎インターネットからの発信において､誰に、

何を、何のために行うか意織させる。

･学習していない点なので、経験上、知り得

ている情報を交換させる。

･出た意見を一つ一つ掲示し、視覚的にも確

認できるようにする。

･いくつか出てきたところで、インターネッ

ﾄで調べ、自力解決させる。

．新しく知ったことを中心に発表させる。

☆友達との話し合いに積極的に関わるよう助

言する。友達からの情報が重要なので、話

しやすい児童の近くに座席を設ける。

◎情報は引用できないのではなく、条件が整

えば引用できることを伝え、情報を引用す

る際の方法を知らせる。

･机間指導をし、紹介できそうな作品は「み

んなのフォルダ」に保存させる。

☆そばに寄り添い、一緒に区別する。入力に

対して抵抗がある時には、ローマ字表や画

面入力をさせる。

。「みんなのフォルダ」を開き、作品を読み

合わせる◎

☆視覚的にも情報を得られるように、スクリ

－ンに映し出して紹介する｡

準備

.ジャストｽﾏｲﾙ

･Benes鰐

付く-るおA,らいん１

、ｲﾝﾄ机齢

Iｲﾝﾀーﾈｯﾄ柳M１

するためのﾙー ﾙﾋﾏ

ﾅー･期

･ｲﾝﾀーﾈﾂﾄ鵬

｢ｲﾝﾀーﾈｯﾄ柳1用

するためのﾙー ﾙﾋﾏ

ﾅー奥Ｉ

･舶蝿誰員会

｢鵬Iﾖ鰯情！鮒」

（３）評価

【全体】インターネットを活用する上での大切なことやルールを理解するとともに、自分の文

章を確かめ、見直すことができたか。

【支援児童】インターネットを活用する上での大切なことやルールを大まかに捉え、自分の

文章を見直すことができたか。
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(山前小学校教輸）

(山前小学校教輸）

(山前小学校教強）

(山前小学校教餓）

(山前小学校養護教諭）

(山前小学校講師）

(山前小学校講師）

(山前小学校購師）

(山前小学校事務長）

(山前小学校主事）

(山前小学校技能員〉

(山前小学校栄養士）

(山前小学校栄養士）

(学びの指導員）

(学びの指導員）

(学びの指導員）

(学びの指導員）

(学びの指導員）

(心の教育相談員）

(心の教育相麟員）

員
浩
成
紀

海
顔
竹

和
子
子

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

永島

池 田

高野

<山前小学校教餓）

(山前小学校教餓）

(山前小学校教餓）

厚洋

幸子

久美子

研究協力者

車
新
森
黒
金
塚
谷
穴
嶋
金
戸
鈴
岡
太
内
恩
吉
飯
砂
影

雄
子
規
子
子
夫
代
子
一
美
美
子
子
生
秤
子
》
子
と
子

喜
恵
理

己
伴
一
立
千
健
道
虹
真
望
夏
治
綾
記
ｕ
景
恵
浩
も
淳

塚
藤
下
崎
井
越
口
原
崎
子
祭
木
野
田
藤
田
田
田
川
山

(山前小学校校長）

(山前小学校教頭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教輸）

(山前小学校教節）

(山前小学校教強）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭〉

(山前小学校教諭育休中）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

(山前小学校教諭）

子
子
子
里
子
介
太
子
枝
三
子
子
子
希
子
子
子
子

要
登
美
希
恵
美

成
陽
京
美
静
陽
早
令
里
光
由
洋
英
美
智
千
浩
恵

島
井
橋
子
山
藤
磯
井
井
濁
瀬
田
越
保
葉
山
持
保
村

由
久
迫

田
酒
小
相
大
斎
小
新
石
増
柏
塩
塚
新
阿
米
加
小
田

究
奥
安
長

研

平成１７ 年度研究員

田村有久（海外派遣中） <けやき小学校教諭）槍枝 風理

年 度協力者平成１７

太

相

横

高

刑

久

(梁田小学校技能員）

(元山前小学校主事）

(御厨小学びの指導員）

(元学びの指導員）

(元学びの指導員）

江
部
原
藤
島

堀
阿
石
粛
中

子
子
子

明
瞬
枝

京
智
里

(石塚小学校教薗）

(矢場川小学校教輸）

(毛野小学校教諭）

(富田小学校教諭）

(梁田小学校講師）

(城東中学校講師）

子
美
子
子
子

江
恵
潔
合

利
文
千
明
百

田
田
塚
橋
部
保

担当指導主事

岡部陽一（足利市立教育研究所）
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